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利 用 者 別 最 適 経 路 を 選 択 可 能 な ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 開 発
林 武 文 富 田 英 典 倉 田 純 一 仲 川 勇 二 ( 関 西 大 学 )
D e v e l o p m e n t  o f  a  p e d e s t r i a n  n a v i g a t i o n  s y s t e m  t h a t  p r e s e n t s  t h e  o p t i m u m  r o u t e  
i n f o r m a t i o n  for m o b i l i t y  c o n s t r a i n t  p e o p l e .  
T a k e f u m i  H a y a s h i ，  H i d e n o r i  T o m i t a ，  Junichi K u r a t a ，  Yuji N a k a g a w a  ( K a n s a i  University) 
W e  d e v e 1 0 p e d  a  pedestrian navigation s y s t e m  that presents tlie o p t i m u m  route information according to the 
d e g r e e  of d i s a b 1 e m e n t  for h a n d i c a p p e d  or a g e d  peop1e. T h e  s y s t e m  disp1ays information for t o w n  w a 1 k i n g  w i t h  
o p t i m u m  route o n  the G o o g 1 e  M a p  or b y  the direction indication o n  the A R  c a m e r a  w i n d o w .  B a s e d  o n  the s y s t e m，  
w e  d e v e 1 0 p e d  a  m o b i 1 e  application s y s t e m ，  n a m e d  the ' S A K A I  old t o w n  m a p ' ，  for sightseeing a n d  w a l k i n g  a r o u n d  
the historica1 a r e a  in Sakai.shi ，  O s a k a .  A s  a n  evaluation e x p e r i m e n t ，  subjects w i t h  whee1chairs m o v e d  a r o u n d  
the a r e a  u s i n g  the s y s t e m  a n d  w e  a n a 1 y z e d  their b e h a v i o r  a n d  introspection. T h e  results s h o w e d  that o u r  
pedestrian navigation s y s t e m  w o u l d  b e  effective to s u p p o r t  the daily life of m o v e  constraint people. 
キ ー ワ ー ド ・ 歩 行 者 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ， 移 動 制 約 者 ， 車 い す ， 福 祉 マ ッ プ ， 携 帯 ア プ リ
(Pedestrian navigation ，  M o v e  constraint people ，  W h e e l c h a i r，  W e l f a r e  m a p ，  M o b i l e  application) 
は じ め に
高 齢 化 ・ 高 福 祉 社 会 へ の 関 心 の 高 ま り に 対 応 し て ， 年 齢 や
障 が い の 有 無 に か か わ ら ず ， あ ら ゆ る 人 々 が 快 適 で 心 豊 か
な 生 活 を 過 ご せ る 社 会 環 境 の 構 築 と 支 援 技 術 の 開 発 が 求 め
ら れ て い る . こ の 中 で ， 高 齢 や 身 体 の 障 が い 等 に よ り 歩 行 が
困 難 な 移 動 制 約 者 の 数 は 年 々 増 加 の 傾 向 に あ り ， 交 通 機 関
や 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 が 進 め ら れ る も の の ， こ れ ら の
人 々 が 自 律 的 に 行 動 で き る 環 境 の 実 現 に は 至 っ て い な い .
こ の 原 因 と し て ， 移 動 制 約 者 が 単 独 で 安 心 し て 外 出 す る た
め の 情 報 提 供 が 質 ・ 量 と も に 不 足 し て い る こ と が 挙 げ ら れ
る . す な わ ち ， 移 動 に お け る バ リ ア や 支 援 施 設 に 関 す る 情 報
提 示 が 不 十 分 な 上 に ， バ リ ア 情 報 を 含 め た 最 適 経 路 の 探 索
と リ ア ル タ イ ム 表 示 に つ い て も 実 用 化 事 例 が 少 な く ， 自 律
行 動 に 対 す る 支 援 が な さ れ て い な い た め と 考 え ら れ る .
移 動 制 約 者 に 対 す る 情 報 提 示 は ， 国 や 地 方 自 治 体 に よ る
施 策 と し て 進 め ら れ て き た . 福 祉 施 設 や 移 動 障 害 の 情 報 を
地 図 上 に 記 し た 福 ネ 止 マ ッ プ が 中 心 で あ っ た も の が ， 国 土 交
通 省 の バ リ ア フ リ ー 施 策 の 一 環 と し て 行 わ れ た 1歩 行 空 間
ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ 整 備 J (1 )に よ り ， 移 動 に お け る バ リ ア 情
報 を 含 め た 地 理 情 報 構 築 の た め の 枠 組 み が 利 用 可 能 と な っ
た . ま た こ れ に 続 く 11CT を 利 用 し た デ ー タ の 活 用 事 例 の
公 開 J (2) に よ っ て ， 障 が い 者 向 け の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン サ イ ト や
携 帯 端 末 向 け ア プ リ が 研 究 開 発 さ れ る に 至 っ て い る .
9  
し か し ， こ れ ら の ア プ リ ケ ー シ ョ ン や Web コ ン テ ン ツ は
必 ず し も 十 分 に は 活 用 さ れ て い な い . こ の 理 由 と し て ， 1 ) 歩
行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ の 構 築 に は ， 経 路 毎 に 幅 員 ， ス ロ
ー プ ， 路 面 の 状 態 等 の 計 測 が 不 可 欠 で あ り ， デ ー タ の 構 築 と
公 聞 が 進 ん で い な い ， 2) こ れ を 利 用 し た Web サ イ ト の 例 は
挙 げ ら れ て い る も の の ， 実 際 の 運 用 に 耐 え う る シ ス テ ム が
開 発 さ れ て い な い ， 3) 移 動 制 約 者 の 自 律 的 な 行 動 特 性 と そ
れ に 必 要 不 可 欠 な 情 報 の 種 類 が 必 ず し も 明 ら か に さ れ て い
な い こ と が 挙 げ ら れ る
我 々 は ， 大 学 の キ ャ ン パ ス 所 在 地 の 一 つ で 、 あ る 大 阪 府 堺
市 に お い て ， 歴 史 地 区 の 観 光 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ア プ リ 「 堺 い に
し え ナ ピ 」 の 開 発 を 継 続 し て い る (日) こ の ア プ リ ケ ー シ ョ
ン は ， Google Map に 併 用 す る 形 で 歩 行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ
ー タ を 用 い る こ と に よ り ， 利 用 者 の 移 動 制 約 に 応 じ た 目 的
地 へ の 最 適 経 路 の 検 索 と 移 動 途 中 に お け る リ ア ル タ イ ム の
情 報 提 示 を 可 能 と し て い る . 本 報 告 で は 1堺 い に し え ナ ビ 」
の シ ス テ ム 開 発 の 状 況 と テ ス ト 地 域 に お け る 車 い す を 用 い
た 評 価 実 験 の 結 果 に つ い て 述 べ ， 本 ア プ リ に よ る 移 動 制 約
者 支 援 の 可 能 性 に つ い て 考 察 す る .
2. モ バ イ ル コ ン テ ン ツ 「 堺 い に し え ナ ピ J の 開 発
( 2 ・1) シ ス テ ム の コ ン セ プ ト 健 常 者 お よ び 移 動 制 約 者
( 障 が い 者 ， 高 齢 者 ， ベ ビ ー カ 一 利 用 者 等 ) に 対 し て ， ス マ
ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト 端 末 を 活 用 し た き め の 細 か い fま
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ち 歩 き サ ー ビ ス J を 提 供 す る . ま ず ， 利 用 者 属 性 や ， 旅 の 目
的 ， 散 策 時 間 な ど 一 人 ひ と り の 観 光 ニ ー ズ に あ っ た 「 ま ち 歩
き ル ー ト の 推 奨 j を 行 う . 移 動 制 約 者 の 場 合 ， 通 行 注 意 箇 所
を 避 け た 推 奨 ル ー ト を 複 数 提 示 す る ル ー ト を 選 択 す る と ，
次 に 地 図 画 面 ' A R カ メ ラ 画 面 ・ 音 声 で [ ま ち 歩 き ガ イ ド 」
を 行 う . 画 面 上 の ア イ コ ン や エ ア タ グ を タ ッ プ す る と 施 設
詳 細 画 面 が 表 れ 「 周 辺 観 光 情 報 の 表 示 」 を 行 う . 一 方 で ， 目
的 の 施 設 が 決 ま っ て い る 場 合 r施 設 検 索 及 び ル ー ト 誘 導 j
機 能 を 使 っ て ， 選 ん だ 施 設 ま で 誘 導 す る . こ の 際 ， 移 動 制 約
者 が 移 動 条 件 を 入 力 す る こ と に よ り 推 奨 す る ル ー ト を 選 択
す る と し 、 う 機 能 を 設 け て い る .
<2 ・ 2) 対 象 エ リ ア 「 堺 い に し え ナ ビ 」 の サ ー ビ ス 対 象
エ リ ア は ， 図 1 に 示 す 大 阪 府 堺 市 堺 区 間 市 街 地 を 中 心 と し
た 地 域 で あ る 南 海 本 線 七 道 駅 か ら 大 浜 公 園 を つ な ぐ 線 と
阪 神 高 速 に は さ ま れ た 地 域 ， 及 び 仁 徳 天 皇 陵 へ 続 く 道 路 で
あ る . こ の 地 域 は ， 方 違 神 社 ， 1青 学 院 ， 鉄 砲 鍛 冶 屋 敷 な ど の
古 い 町 並 み ， 堺 の 伝 統 産 業 線 香 ・ 打 刃 物 の 老 舗 ， 江 戸 時 代 の
堺 の 町 家 暮 ら し を 見 学 で き る 山 口 家 住 宅 ， 与 謝 野 晶 子 ゆ か
図 1 r堺 い に し え ナ ビ 」 の サ ー ビ ス 対 象 エ リ ア
Fig. 1. Service area of the ' S A K A I  old t o w n  map' application. 
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図 2 地 図 上 で の リ ン ク と ノ ー ド の 表 示
Fig. 2. Link and N o d e  superimposed on the area map. 
‘・哩
表 1 歩 行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ 仕 様 の 概 略 ( 1 )
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り の 覚 応 寺 ， 堺 最 大 の 木 造 建 築 で あ る 本 願 寺 堺 別 院 ， 大 ソ テ
ツ で 有 名 な 妙 園 寺 ， 堺 伝 統 産 業 会 館 ， さ か い 利 品 の 杜 ， 千 利
休 屋 敷 跡 ， 南 宗 寺 ， 仁 徳 天 皇 陵 古 墳 が あ り ， 地 域 の ち ょ う ど
中 央 を 走 る 旧 紀 州 街 道 は 路 面 電 車 ( 阪 堺 電 車 ) が 走 る . 車 も
適 度 に 走 り ， 道 路 の 幅 も 様 々 で あ る
<2 ・3) 歩 行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ の 構 築 歩 行 空 間 ネ
ッ ト ワ ー ク デ ー タ は ， バ リ ア 情 報 を 含 ん だ 歩 行 経 路 の 空 間
配 置 と 経 路 の 状 態 を 表 す デ ー タ で あ り ， 歩 行 経 路 を 表 す 「 リ
ン ク J 及 び リ ン ク の 結 節 点 を 表 す f ノ ー ド 」 で 構 成 さ れ る ー
ま た ， リ ン ク の 属 性 と し て ， 道 路 の 段 差 や 幅 員 ， ス ロ ー プ な
ど の 情 報 を 有 し て い る ( 1 ) . そ の 仕 様 の 概 略 を 表 1 に 示 す .
ノ ー ド デ ー タ は ， ノ ー ド 番 号 ( ノ ー ド I D ) ， 緯 度 ， 経 度 ，
高 度 お よ び 接 続 リ ン ク I D (接 続 し て い る す べ て の リ ン ク の
番 号 ) か ら 成 る デ ー タ 作 成 に は ， G o o g l e 社 の 地 図 作 成 ツ
ー ル G o o g l e M y  M a p s を 用 い て ， 対 象 エ リ ア の 地 図 上 で 道
路 の 交 差 点 ・ 分 岐 点 ， 施 設 の 出 入 口 ， 道 路 の ス ロ ー プ や 属 性
の 変 更 点 す べ て に ノ ー ド を 設 定 し ， ノ ー ド I D を 付 与 し た .
リ ン ク デ ー タ は ， リ ン ク I D ， 起 点 、 ノ ー ド I D ， 終 点 ノ ー ド
I D で す べ て の リ ン ク を 定 義 し た 後 ， 各 リ ン ク に つ い て 経 路
の 種 類 ( 歩 道 ， 園 路 ， 歩 車 共 有 道 路 ， 横 断 歩 道 な ど に 方 向
性 ， 通 行 制 限 ， 有 効 幅 員 ， 縦 断 勾 配 ， 横 断 勾 配 ， 路 面 状 況 ，
段 差 等 の 属 性 情 報 を 現 地 調 査 に よ り 収 集 し た . 現 地 調 査 の
際 に は ， 実 際 の 道 路 の 状 況 に よ っ て ノ ー ド や リ ン ク を 追 加
/ 削 除 し て デ ー タ を 調 整 し た .
図 2 に 「 堺 い に し え ナ ピ 」 の 対 象 エ リ ア に お け る リ ン ク
と ノ ー ド の 状 態 を 示 す . 最 終 的 に は ， ノ ー ド 数 は 1 5 0 9 点，
リ ン ク 数 は 1 9 1 7 点 と な っ た .
<2 ・4) 観 光 ・ 施 設 デ ー タ の 収 集 と コ ン テ ン ツ の 構 築
観 光 デ ー タ や 各 種 の 施 設 と し て ， 写 真 と 文 章 コ ン テ ン ツ
を 作 成 し た . 文 章 コ ン テ ン ツ は ， 施 設 名 称 ， キ 千 ッ チ コ ピ ー ，
概 要 説 明 ， 住 所 ， 営 業 時 間 等 の 情 報 で あ る . 各 コ ン テ ン ツ 情
報 は ， 番 号 ( コ ン テ ン ツ ID) を 付 与 し た 後 ， 所 在 地 ( 緯 度 ，
経 度 ， 高 度 ) と と も に 登 録 し た . 施 設 の 種 類 は ， 目 的 に 応 じ
て r見 る J r買 う J r食 べ る J r休 む J rト イ レ J r駐 車 場 J 等
の 18 種 に 分 類 さ れ て い る .
登 録 情 報 は ， 堺 市 の 福 祉 地 図 ， 観 光 地 図 ， G o o g l e  M a p ，  
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お よ び 関 連 の W e b サ イ ト よ り リ ス ト ア ッ プ し た 後 ， 現 地 調
査 に よ り 掲 載 の 最 終 決 定 を 行 っ た . 総 数 は 現 時 点 で 2 4 0 件
で あ る が ， 必 要 に 応 じ て 追 加 し て い く .
3  シ ス テ ム の 実 装 と 動 作
(3 ・ 1 ) シ ス テ ム の 開 発 ・ 運 用 環 境 株 式 会 社 附 ERE が 提
供 す る 空 間 情 報 統 合 シ ス テ ム 「 お も て ナ ビ 」 エ ン ジ ン (6 ) を プ
ラ ッ ト フ ォ ー ム に 用 い ， こ れ を 「 堺 い に し え ナ ビ 」 向 け に
カ ス タ マ イ ズ し た . と の シ ス テ ム は ， G o o g 1 e  M A P を ベ ー ス
と し て ， そ の 上 に 歩 行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ の 階 層 と 情
報 コ ン テ ン ツ の 階 層 を 重 ね る こ と に よ り ， 利 用 者 別 に 最 適
経 路 と 移 動 中 の 情 報 提 示 を 可 能 と す る .
携 帯 端 末 は ， A n d r o i d  O S と iOS に 対 応 し て お り ， G P S 機
能 に よ る 測 位 を 主 と す る が ， ネ ッ ト ワ ー ク 測 位 機 能 で こ れ
を 補 完 し て ， 利 用 者 の 現 在 位 置 を 特 定 す る こ と が 出 来 る
(3 ・2) シ ス テ ム の 機 能 以 下 に 示 す 機 能 を 実 装 し た .
[施 設 ・ ル ー ト 検 索 ]
観 光 地 や 各 種 施 設 の 検 索 ， 街 歩 き ル ー ト の 検 索 ， 歩 行 空
間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ か ら 最 適 ル ー ト の 検 索
[ 観 光 ル ー ト 表 示 ]
地 図 画 面 お よ び A R カ メ ラ 画 面 上 に 検 索 ル ー ト を 表 示
[ 観 光 ル ー ト ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ]
現 在 地 ， ! レ ー ト 順 ， 施 設 名 ， 次 の 施 設 ま で の 距 離 ・ 方 向 ，
残 り 距 離 な ど を 地 図 画 面 お よ び A R カ メ ラ 画 面 で 表 示
[ 施 設 詳 細 情 報 表 示 ]
施 設 名 ， キ ャ ッ チ コ ピ ー ， 概 要 ， 詳 細 情 報 を 表 示
[ 多 言 語 対 応 ]
日 本 語 ， 中 国 語 ， 英 語 に 対 応 可 能 ( 今 回 は 日 本 語 の み )
[ 音 声 ガ イ ド ]
対 象 施 設 ま で 約 1 5 m に 近 づ く と 自 動 的 に 音 声 再 生
(3 ・3) 操 作 の 流 れ と シ ス テ ム の 動 作 「 堺 い に し え ナ ビ J
の 具 体 的 な 操 作 手 順 と ア プ リ の 動 作 を 以 下 に 示 す
a. ア プ リ を ダ ウ ン ロ ー ド す る
ダ ウ ン ロ ー ド サ イ ト ( 本 格 的 な 運 用 時 に は ， I  A p p - S t o r e J  
あ る い は IGoog1e-p1ayJ を 利 用 ) に お い て r堺 い に し
え ナ ビ j を 検 索 し ， ス マ ー ト フ ォ ン に ダ ウ ン ロ ー ド す る .
ナ ビ の ア イ コ ン を タ ッ プ し て 起 動 し た 後 ， 最 初 の 「 ト ッ
プ 画 面 J (図 3 左 ) か ら ， 様 々 な 操 作 を 行 う .
b  利 用 者 条 件 の 選 択
利 用 条 件 選 択 画 面 ( 図 3 右 ) で 「 車 い す J Iベ ビ ー カ 一 J
「 健 常 者 j の い ず れ か を 選 択 す る . こ の 画 面 で さ ら に 通
行 不 可 能 な バ リ ア の 値 を 細 く 設 定 す る こ と が 出 来 る . 設
定 後 は ， 図 4 に 示 す よ う に 利 用 者 の 条 件 に 応 じ た 最 適 な
経 路 が 表 示 さ れ る .
c. 目 的 の 場 所 ま で 移 動 す る
場 所 名 ・ 施 設 名 や カ テ ゴ リ ー の リ ス ト か ら 目 的 地 を 選 択
し 経 路 の 検 索 を 行 う . 歩 行 条 件 を 入 力 す る と 目 的 施 設 ま
で 、 の 最 適 な ル ー ト を 表 示 す る ( 図 5 左 ) . r案 内 ボ タ ン 」
を 押 す と 案 内 を 開 始 す る .
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図 6 A R カ メ ラ ウ イ ン ド ウ と 観 光 コ ン テ ン ツ の 表 示
Fig.6. A R  w i n d o w  a n d  display of sightseeing content. 
d. お 勧 め ル ー ト を 歩 く
ト ッ プ 画 面 の 「 お 勧 め ノ レ ー ト ボ タ ン 」 を 押 す と ， 旅 の 目
的 や 所 要 時 間 に 合 わ せ て 複 数 の 推 奨 ル ー ト の リ ス ト が
表 示 さ れ る . 移 動 制 約 者 に 適 し た 専 用 ル ー ト も 複 数 用 意
し て い る そ の 中 か ら 一 つ の ル ー ト を 選 び 「 案 内 ボ タ ン J
を 押 す と 案 内 が 開 始 さ れ る . 図 5 右 の 画 面 は ， お 勧 め ル
ー ト の 条 件 設 定 画 面 で あ る が ， 表 示 さ れ る ル ー ト の 種 類
に 反 映 さ れ る .
e. 歩 き な が ら 情 報 検 索
案 内 開 始 後 は 「 地 図 画 面 J (図 5 左 ) と I A R カ メ ラ 画
面 J (図 6 左 ) を 切 り 替 え な が ら 移 動 す る . 地 図 画 面 で は
利 用 者 の 現 在 地 と 周 辺 の 施 設 を ア イ コ ン で 表 示 ， A R カ
メ ラ 画 面 で は 周 辺 施 設 を エ ア タ グ で ， ま た 曲 が る 方 向 が
矢 印 で 表 示 さ れ る . ア イ コ ン や エ ア タ グ を タ ッ プ す る と
「 施 設 詳 細 画 面 J (図 6 右 ) が 表 れ る .
4.  評 価 実 験 (5)
(4 ・ 1 ) 実 験 の 目 的 車 い す 利 用 者 が 「 堺 い に し え ナ ピ J
を 用 い て 観 光 を 行 っ た 場 合 の シ ス テ ム の 動 作 と ユ ー ザ が 得
る 情 報 お よ び 行 動 の 特 徴 に つ い て 調 査 を 行 っ た . 被 験 者 と
し て ， 健 常 者 が 車 い す に 乗 り ， 実 際 に テ ス ト 地 域 を 自 由 に 観
光 散 策 し た ま た ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 効 果 を 検 証 す る た め
に ， 従 来 の 紙 媒 体 の 観 光 ガ イ ド 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク J (堺
市 制 作 ) と の 比 較 を 行 っ た .
(4 ・2) 評 価 実 験 の 内 容 実 験 の 詳 細 に 関 し て は ， 富 田 の
論 文 (5) で 報 告 さ れ て い る が ， こ こ で は そ の 中 で 得 ら れ た 知
見 の い く つ か を 紹 介 す る .
[ 実 験 期 間 ] 2016 年 1 月 13 日 ~3 月 22 日
[ 被 験 者 ] 関 西 大 学 社 会 学 部 学 部 生 41 名 ( 車 い す に 乗 っ た
被 験 者 数 ) が 実 験 に 参 加 し た .
[ 実 験 場 所 ] I堺 い に し え ナ ビ J 対 象 エ リ ア 内 の 堺 市 堺 区
旧 市 街 地 を 中 心 と し た 地 域 で ， 南 海 本 線 七 道 駅 か ら 大 浜 公
園 を つ な ぐ 線 と 阪 神 高 速 に は さ ま れ た 地 域 ， 及 び 仁 徳 天 皇
両 へ 続 く 道 路 を 散 策 対 象 地 域 と し た .
[ 実 験 方 法 ] 被 験 者 2 人 1 組 で 1 人 が 車 い す に 乗 り 1 人
が 車 い す を 押 し I堺 い に し え ナ ビ J と 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ
図 7 実 験 風 景
Fig.7. Scene of the experiment 
ク j の い ず れ か を 利 用 し て 観 光 散 策 を 行 っ た . 移 動 経 路 の
状 況 は ， 車 い す に 360 度 ム ー ビ ー カ メ ラ を 設 置 し 実 験 中 の
車 い す を 中 心 と し た 全 周 囲 映 像 を 記 録 し た ( 実 験 開 始 か ら
約 60 分 間 ) 車 い す に 乗 っ た 被 験 者 は 頭 部 に ウ ェ ラ ブ ノ レ カ
メ ラ を 装 着 し ， 視 界 に 入 っ た 映 像 を 記 録 し た ( 実 験 開 始 か
ら 終 了 ま で ) . 車 い す を 押 す 被 験 者 は ， ス マ ー ト フ ォ ン の
移 動 ル ー 卜 記 録 ア プ リ を 使 用 し て 移 動 ル ー ト を 記 録 し た .
ス タ ー ト 地 点 、 は ， 図 1 の 熊 野 小 学 校 正 門 前 と し ， エ リ ア 内
を 自 由 に 散 策 し た . 訪 れ た 場 所 は 写 真 で 撮 影 し た 実 験 時
間 は 4 時 間 で あ っ た . 実 験 終 了 後 ， ア ン ケ ー 卜 調 査 を 実 施
し た .
[ 実 験 器 具 等 ] 車 い す ， 360 度 カ メ ラ (R I C O H T H E T A  
S) ，  ウ ェ ラ ブ ノ レ カ メ ラ (Panasonic H X - A 5 0 0 ) ， ス マ ー ト
フ ォ ン ( A n droid 携 帯 ， 被 験 者 が A n droid 携 帯 を 所 持 し て
い る 場 合 は そ れ を 使 用 ) ， W 出 仏 X ノ レ ー タ ， 移 動 ル ー ト 記 録
ア プ リ ( M y T racks) ， I堺 い に し え ナ ピ J.
く 4.3) ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 と 考 察 実 験 後 に 実 施 し た
ア ン ケ ー ト 調 査 で は ， ① 「 堺 い に し え ナ ビ j の 機 能 に つ い て
の 満 足 度 ， ② 目 的 地 ま で の 行 き 易 さ ， ③ 「 堺 い に し え ナ ビ J
の 利 用 に よ り 堺 の イ メ ー ジ が ど の よ う に 変 化 し た か に つ い
て 調 べ た .
ア ン ケ ー ト ① で は I 目 的 地 に 向 か い 途 中 の 曲 が り 角 に お
け る 進 行 方 向 の 矢 印 案 内 は 役 立 っ た か J I操 作 の 難 易 度 に つ
い て J I画 面 の デ ザ イ ン に つ い て J Iナ ピ 機 能 に つ い て J Iス
ポ ッ ト 検 索 機 能 に つ い て J の 5 項 目 に つ い て 被 験 者 は 5 段
階 で 回 答 し た そ の 結 果 ， す べ て の 項 目 に つ い て 「 役 に 立 た
な か っ た 」 の 回 答 は な く ， 全 体 と し て は 好 評 価 で あ っ た . 特
に ， 画 面 の デ ザ イ ン は 「 見 や す か っ た 」 と の 評 価 が 高 か っ た .
ア ン ケ ー 卜 ② で は ， 目 的 地 ま で の 行 き や す さ に つ い て 「 段
差 J I道 幅 J I勾 配 J I交 通 量 J I路 面 状 態 」 の 点 に つ い て 調 査
し た . そ の 結 果 I段 差 J に つ い て 「 多 か っ た j と 回 答 し た
被 験 者 が 多 く ， 車 い す 移 動 の バ リ ア と し て 特 に 注 意 を 払 う
必 要 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た . ま た I 目 的 地 ま で 迷 う
こ と な く 行 く こ と が 出 来 た か J と い う 質 問 を 「 堺 い に し え ナ
ビ J と 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク J を 用 い た 両 方 の 被 験 者 に 行 っ
た が ， ほ ぼ 全 員 が 「 迷 わ ず 全 部 行 け た 」 も し く は 「 少 し 迷 っ
た が 全 部 行 け た J と 答 え て お り ， 両 者 と も 目 的 地 に 到 着 出 来
な い 被 験 者 は 皆 無 で あ っ た . ま た 両 者 の 回 答 割 合 の 聞 に は
有 意 な 差 は 無 か っ た . 実 験 の エ リ ア が 平 坦 で 地 図 と 照 合 し
易 い 環 境 で あ っ た 可 能 性 も あ る が ， こ れ ら の 結 果 は ， 少 な く
と も 「 堺 い に し え ナ ビ J の ナ ピ ゲ ー シ ョ ン 機 能 が 有 効 に 動 作
す る こ と を 示 し て い る .
ア ン ケ ー ト ③ で は ， I本 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 利 用 し て 観 光
が 楽 し か っ た か 」 と し づ 質 問 に 対 し ， 多 く の 被 験 者 が 「 楽 し
し、 J I面 白 い J と 回 答 し ， 満 足 度 も 高 か っ た こ れ は ， 永 井
ら に よ っ て 行 わ れ た 探 索 支 援 型 の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム
と 既 存 の シ ス テ ム (Google マ ッ プ ) の 比 較 研 究 (7.8) で も 指 摘
さ れ て い る が ， こ の タ イ プ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 利 用 す る
こ と に よ り ， 観 光 の 楽 し さ と 満 足 度 が 増 す 効 果 が あ る こ と
を 示 し て い る
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?
4.5 
4  
3霊
安 .Q5
・、
r  
G  a  
き2.;
芳 移 ー
'埠 2
N S  
1. 5  
悉 く 主 っ 1 : 1  
印 象 便 利 ; 主 総 饗 さ 樹 る さ 緩 や か さ
出 会 p < . l ) u l~ p < ω 5  
図 8 街 の 印 象 の 変 化 ( f 堺 い に し え ナ ビ j 利 用 者 ) (5) 
Fig.8. V a r i a t i o n  o f  c i t y  images. 
ア ン ケ ー ト ③ で は 更 に ， r堺 い に し え ナ ビ 」 を 利 用 し て 観
光 散 策 し た 結 果 ， 堺 の イ メ ー ジ が ど の よ う に 変 化 し た か を
「 印 象 J r便 利 さ J r締 麗 さ J r明 る さ J r賑 や か さ 」 の 5 項 目
に つ い て 調 べ た . そ の 結 果 ， 図 8 に 示 す よ う に 「 賑 や か さ 」
以 外 に つ い て は 全 般 的 に 良 く な っ て い る こ と が 分 か つ た .
一 方 で 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 を 用 い た 被 験 者 群 で は ， こ の
よ う な 印 象 の 改 善 は 見 ら れ な か っ た . こ の 原 因 の 詳 細 に つ
い て は 更 な る 分 析 が 必 要 で あ る が ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 利
用 に よ る 観 光 の 楽 し さ と 満 足 度 の 向 上 が 地 域 に 対 す る 印 象
と も 密 接 な 関 係 を も つ こ と を 示 唆 し て い る .
く 4.4) 移 動 ル ー ト の 比 較 図 9 と 図 10 に 「 堺 観 光 ガ イ ド
ブ ッ ク 」 利 用 者 の 観 光 ル ー ト と f堺 い に し え ナ ビ j 利 用 者 の
観 光 ル ー ト を そ れ ぞ れ 示 す . 両 者 を 比 較 す る と 以 下 の よ う
な 傾 向 が 認 め ら れ る .
① 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 利 用 で は ， 表 通 り を 利 用 し て 移
動 す る 傾 向 が あ る . そ れ に 対 し て r堺 い に し え ナ ビ 」 利 用
で は ， 住 宅 街 な ど の 裏 道 を 利 用 す る こ と が 多 い .
② 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 利 用 で は 直 線 移 動 が 多 く ， ー 堺
い に し え ナ ピ 」 利 用 で は ジ グ ザ グ に 移 動 す る 傾 向 が あ る .
③ 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 利 用 で は 広 範 囲 に 観 光 し て い る
が r堺 い に し え ナ ビ 」 利 用 で は 比 較 的 狭 い 範 囲 を 移 動 し て
い る .
④ 図 の 最 も 左 の 円 の 部 分 は r堺 い に し え ナ ビ j 利 用 者 が
誰 も 歩 い て い な い
こ の よ う な 差 異 の 背 景 に は r堺 い に し え ナ ビ J 利 用 で は ，
車 い す 用 の 最 短 の 安 全 ル ー ト と し て 大 通 り よ り も 路 地 が 選
択 さ れ る こ と に な り ， ジ グ ザ グ に 移 動 す る 傾 向 が 出 る そ れ
に 対 し て r堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク J 利 用 で は ， 紙 の 地 図 で あ
る た め に ， 自 分 の 位 置 が 分 か ら な く な る と ， 道 に 迷 っ て し ま
う そ の た め に ， 分 か り や す い 表 通 り の 直 線 道 路 を 利 用 す る
こ と に な る . ま た r堺 い に し え ナ ビ 」 の 移 動 範 囲 が 「 堺 観
光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 よ り 狭 い 点 に つ い て は ， 正 確 な 自 分 の 位 置
か ら 目 的 ま で の 移 動 時 聞 が 正 確 に 予 想 さ れ る た め ， 出 発 地
点 、 に 戻 る た め の 時 間 を 考 え て ， 長 距 離 の 移 動 を 控 え る 傾 向
が あ っ た こ と も 分 か つ た .
④ で 指 摘 し た 「 堺 い に し え ナ ビ j 利 用 者 が 誰 も 歩 い て い な
い 地 域 に 関 し て は ， こ の 区 画 に 情 報 が 入 力 さ れ て い な い わ
図 9 r堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 利 用 の 観 光 ル ー ト (5)
Fig.9. T r a j e c t o r y  o f  m o v e m巴 n t u s i n g  t h e  guidebook. 
図 10 r堺 い に し え ナ ピ 」 利 用 の 観 光 ル ー ト ω
Fig. 10. T r a j e c t o r y  o f  m o v e m e n t  u s i n g  t h e  a p p l i c a t i o n .  
け で は な い . こ の 場 所 へ 向 か う 経 路 に お け る バ リ ア の レ ベ
ル が 高 い ， あ る い は 観 光 に 関 す る 情 報 が 不 十 分 で あ っ た 可
能 性 も あ る . 一 方 r堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 」 利 用 者 が ， こ の
地 域 を 観 光 し て い る 理 由 は ， ガ イ ド ブ ッ ク に こ の 地 域 の 寺
院 が 大 き く 紹 介 さ れ て い る た め と 考 え ら れ る .
く 4 .5) 聞 貰 回 数 と 閲 覧 時 間 に つ い て
被 験 者 の ウ ェ ア ラ ブ 、 ル カ メ ラ の 映 像 か ら 「 堺 い に し え ナ
ピ 」 と 「 堺 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク j の 閲 覧 回 数 と 1 回 あ た り の 閲
覧 時 間 を 調 べ た と こ ろ ， 前 者 は ， 186.7 回 ・ 16. 7 秒 ， 後 者 は
3 1. 3 回 ・ 2 9 . 5 秒 で あ っ た 「 堺 い に し え ナ ビ j の 被 験 者 は ，
移 動 途 中 に お い て 情 報 を 頻 繁 に 確 認 し て い る の に 対 し r堺
観 光 ガ イ ド ブ ッ ク J の 被 験 者 は ， 一 度 目 的 地 を 決 め て 移 動 し
始 め る と 地 図 を 見 る 回 数 は 少 な い . ガ イ ド ブ ッ ク は ， 知 識 と
し て あ る 程 度 記 憶 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 観 光 散 策 を 行 っ て
お り ， 比 較 的 広 い 範 囲 の 空 間 情 報 が 利 用 さ れ る と 考 え ら れ
る . こ れ に 対 し ， ナ ピ ゲ ー シ ョ ン ア プ リ を 用 い た 観 光 散 策
は ， 局 所 的 な 空 間 情 報 に 基 づ い て い る こ と に な り ， こ の 違 い
は 図 9 ， 図 10 に 示 し た 観 光 ル ー ト の 違 い に 反 映 さ れ て い る
バ リ ア に よ る ル ー ト 選 択 の 制 約 が あ る 場 合 に は ， そ の 点 、
も 踏 ま え た そ デ 、 ル コ ー ス の 提 示 と 全 体 空 間 を 意 識 し た 情 報
提 示 の 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る .
? ?
5 .  お わ り に
本 研 究 で は ， 健 常 者 と 移 動 制 約 者 向 け に 最 適 経 路 を 提 示
可 能 な 観 光 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ア プ リ 「 堺 い に し え ナ ビ J を 開 発
し ， テ ス ト 地 域 に お け る 評 価 実 験 を 通 し て そ の 可 能 性 に つ
い て 検 討 し た .
評 価 実 験 の 結 果 か ら I堺 い に し え な び 」 は ， 車 い す 利 用
者 に 対 し て 最 適 な 経 路 を リ ア ル タ イ ム で 提 示 可 能 で あ る こ
と を 確 認 出 来 た . ア ン ケ ー ト 調 査 に お け る 被 験 者 の 評 価 も
概 ね 満 足 が 得 ら れ る 結 果 で あ っ た さ ら に ， ア プ リ の 利 用 に
よ り 観 光 が 楽 し く 充 実 感 が 増 す こ と ， 地 域 に 対 す る 印 象 が
向 上 す る こ と な ど ， 従 来 の 紙 媒 体 の 観 光 ガ イ ド に は 無 い 効
果 を も た ら す 可 能 性 も 示 さ れ た .
閉 じ 地 図 情 報 で も 自 分 の 位 置 が 地 図 内 に 表 示 さ れ 移 動 と
と も に そ の 位 置 が 移 動 す る デ ジ タ ル マ ッ プ で は 閲 覧 回 数 と
閲 覧 時 間 が 紙 媒 体 の 地 図 と は 異 な り ， 観 光 の ル ー ト も 異 な
っ た も の に な る こ と が 明 ら か に な っ た . た だ し ， こ の 点 、 が 観
光 と い う 本 来 の 目 的 に 与 え る 影 響 に 関 し て は 今 後 の 検 討 が
必 要 で あ る .
移 動 制 約 者 が 利 用 す る ル ー ト は ， 道 路 の 段 差 も な く 安 全
に 通 行 で き る う え ， 車 い す の 低 速 移 動 で 時 間 を か け て 観 光
す る た め 観 光 施 設 や 土 産 物 屋 を 配 置 す る の に 適 し て い る .
本 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 利 用 が 促 進 さ れ る こ と に よ り ， 移 動
制 約 者 の 自 律 的 な 行 動 が 支 援 さ れ ， 地 域 の 活 性 化 に も 貢 献
す る も の と 考 え ら れ る .
今 後 の 方 向 と し て は I堺 い に し え ナ ビ J を 本 格 的 に 運 用
す る た め に ， 観 光 情 報 の 充 実 と 対 象 エ リ ア の 拡 大 ， 社 会 福 祉
団 体 と の 連 携 に よ る 移 動 制 約 者 を 対 象 と し た 実 証 実 験 を 進
め る こ と が 不 可 欠 と な る . ま た I堺 い に し え ナ ビ 」 の 一 般
公 聞 に 加 え て ， 歩 行 空 間 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ も オ ー プ ン デ
ー タ と し て 公 開 し 利 用 の 促 進 を 図 っ て い く 必 要 が あ る と 考
え て い る .
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